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ご挨拶

若葉萌える好季節となりました。山々の緑がとてもきれいです。この季節
は、豊かな自然が身近にあることを再認識させてくれます。各務原市は良い
街ですね。
さて、平成30年度が始まり早一か月が経とうとしております。皆さま、い

かがお過ごしでしょうか？新入生や新社会人の皆さまは、そろそろ新しい環
境に慣れてきたころかと思いますが、緊張の毎日で少し疲労感を感じている
方もいらっしゃると思います。ゴールデンウイークなどのお休みを活用して
リフレッシュして下さい。そして、心身ともに充実した毎日を過ごして頂き
たいと思います。健康な“体”は健康な“心”から、健康な“心”は健康な“体”か
らと言いますからね。私も議員2期目の2年目を迎え、今期は建設水道常任委
員長を仰せつかり、新たな環境に身を置くことになりました。初心を忘れる
ことなく、一つ一つ迅速、丁寧に取り組んで参ります。そして、「いつまで
も住み続けたいまち、かかみがはら！」に向け精進して参ります。
皆さま、本年度も何卒宜しくお願い致します。

各務原市議会議員大竹大輔

議会報告
平成30年第1回定例会(3月議会)

平成30年度の羅針盤となる一般会計予算など、45の議案が上
程されました！「課題解決型予算とは!?」

平成30年2月26日から3月26日までの29日間の会期にて平成30年第1回各務原市議会定例会が開催され、
平成30年度一般会計ほか国保など５つの予算、条例の改正、平成29年度予算の補正など計45案件が上
程されました。一般会計においては、少子高齢化に伴う人口減少対策、扶助費の増加に対する施策等、
本市の様々な喫緊の課題に対する予算措置が編成されており、今期定例会においては全て案件が可決、
同意されました。詳細につきましては、平成30年5月15日に配布される「市議会だより」をご覧下さい。
また、今期定例会では、大きく3項目質問させて頂きましたが、今回は、公営墓地（合葬墓）の質問に
ついて、ご報告致します。

1. 合葬墓について

（1）今現在の区画墓地の応募状況は？
「公営墓地 瞑想の森」の区画墓地の応募状況ですが、平成29年度は面積1.5㎡の区画を、30区画を募
集しましたところ、最終的な応募者が30人であったため全員が当選となりました。その後6人の方から
辞退があったため24人に使用許可したところです。
現在の墓地の状況ですが、使用可能な区画は、3,043区画あります。そのうち、平成30年2月末で、使

用許可をしている区画は2,864区画で、空き区画は170区画、使用率は94％となっています。

（2）平成３１年度から募集が始まる合葬墓建設の進捗は？また、どのように管理していくのか？
合葬墓については、本年度に実施設計を行い、平成30年度に建設工事を実施し、平成31年7月頃には使
用者の募集を開始したいと考えています。合葬墓は、礼拝広場、納骨堂、合葬室からなる施設です。
礼拝広場では、献花台やモニュメントを設置し、奥にある納骨堂に向かってお参りしていただきます。

納骨室は、鉄筋コンクリート平屋建ての建物の中に3,500体分の棚を設置します。ご遺骨は、骨壺のま
ま、この棚で20年間お預かりしたのち、骨壺から取り出して地下にある合葬墓へ共同埋葬します。

平成30年度着工、平成31年7月ころ募集開始！


